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比較病理学と健康社会
－「細胞の正常と異常（病）」から学ぶ－

2025年度⼤阪公⽴⼤学公開講座

⼤阪公⽴⼤学
⽣涯学習・公開講座Webサイト▶

■ 会場 ：⼤阪公⽴⼤学 I-siteなんば 2階（⼤阪市浪速区敷津東2-1-41 南海なんば第1ビル）
■ 定員 ：60名（申込者多数の場合は抽選） ■ 対象者 ：どなたでも ■ 受講料 ：6,000円（全8回分）
■ 申込⽅法 ：下の(1)(2)いずれかの⽅法でお申し込みください。お⼀⼈様につき、⼀回のお申し込みが必要です。

(1) 申込フォーム：本学Webサイトまたは右記⼆次元コード「申込フォーム」からお申し込みください。
(2) 往復はがき：往信⽤はがきに ①⽒名（フリガナ）、②年齢、③郵便番号・住所、④電話番号、

⑤このチラシの⼊⼿先 をご記⼊の上、下記宛先へお送りください。
※返信⽤はがきは両⾯とも⽩紙でお送りください。

（宛先）〒556-0012 ⼤阪市浪速区敷津東2-1-41 南海なんば第1ビル
⼤阪公⽴⼤学 産学官⺠共創推進室「⽐較病理学」係

※受講の可否は 9/12(⾦)までに通知します。届かない場合は必ずお問い合わせください。
■ 問合せ先 ： ⼤阪公⽴⼤学 産学官⺠共創推進室 社会連携担当 Tel 06-7656-5112 Fax 06-7656-5203

検索⼤阪公⽴⼤学公開講座

申込締切
9 / 3 (⽔)必着

※感染症の流⾏や⾃然災害等の影響により、⽇程・開催⽅法・講座内容等が変更となる場合があります。

9/27(⼟)〜11/29 (⼟)  10：30〜12：00各⼟曜⽇・全8回

申込フォーム▶

2025年

※お申し込みの際の個⼈情報は、申込後の事務連絡、統計資料等の作成および本学公開講座等の
ご案内に使⽤いたします。利⽤⽬的以外の 使⽤については、⼀切いたしません。

※⽐較病理学とは、異なる動物種の疾病を⽐較研究し、
病の本質を解明することを⽬的とした学術分野です。

講師 ⼭⼿丈⾄
⼤阪府⽴⼤学名誉教授・獣医師



講師 ⼭⼿丈⾄
⼤阪府⽴⼤学名誉教授・獣医師

第1回
9⽉27⽇(⼟)

⽣命物質と代謝異常
タンパク質、糖質、脂質、ビタミン類やミネラルなどの栄養素の細胞機能における役割
とその代謝異常により⽣じる疾病について紹介します。

第2回
10⽉4⽇(⼟)

細胞⼩器官とその異常
エネルギーを産⽣するミトコンドリア、タンパク質合成に関与する⼩胞体、⽼廃物を
処理するリソソーム/オートファゴソームの役割とその異常について紹介します。

第3回
10⽉11⽇(⼟)

⾎液と循環障害
酸素や栄養素を運ぶ⾎液の役割と、充⾎、うっ⾎、出⾎、⾎栓症、塞栓症、梗塞、そして
ショックなどの循環障害による病態について紹介します。

第4回
10⽉18⽇(⼟)

炎症と感染症
組織損傷や病原体の侵襲によって⽣じる炎症の特性（急性炎症や慢性炎症・炎症細胞・
炎症メディエーター・転帰）と、代表的な感染症について紹介します。

第5回
11⽉1⽇(⼟)

免疫とアレルギー
⾃⼰と⾮⾃⼰を認識することで異物から⾝体を守る免疫の機序と、その破綻によるア
レルギー性疾患や⾃⼰免疫疾患の病態について紹介します。

第6回
11⽉8⽇(⼟)

細胞周期と腫瘍
遺伝⼦異常により細胞分裂が亢進し、無秩序に増殖することで⽣体の調和を乱す
「がん」の病態について、その⽣物学的特性と形成メカニズムについて紹介します。

第7回
11⽉22⽇(⼟)

神経病理学
⽣命活動や「こころ」など⾼次機能を司る神経系（中枢神経や末梢神経）の構成細胞
と役割、そしてそれら細胞の異常による神経系疾患について紹介します。

第8回
11⽉29⽇(⼟)

環境病理学
薬の副作⽤、農薬や重⾦属などによる毒作⽤の機序や病態を把握し、どのように防ぐ
のか・・・。⽣活環境にある化学物質の安全性評価法について紹介します。

講義スケジュール

※感染症の流⾏や⾃然災害等の影響により、⽇程・開催⽅法・講座内容が変更となる場合があります。

病理学は、病の本質（原因と発症メカニズム）を追究する学問です。その成果は病
の診断・治療・予防や福祉に繋がり、健康社会の構築に寄与します。イヌやネコ、
そしてヒトを含めた様々な動物の疾病の成り⽴ちを「細胞の正常と異常（病）」の
視点で⽐較病理学的に解説します。多細胞⽣物としての⽣命の神秘、そして「ヒト
と動物が共に健全に暮らす社会」とは・・・。⼀緒に考えたいと思います。

講義概要


